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資料６
再苦情調査結果報告書

１ 再苦情の対象となった措置

福島県知事が申立人に対して別紙１のとおり通知した工事等請負業者入札参加資格制

限措置

（申立人）

白河市新白河一丁目７３番地

三金興業株式会社

代表取締役 金子 芳尚

２ 申立人からの苦情申立て

別紙２のとおり。

３ 当該苦情申立てに対する福島県知事の回答

別紙３のとおり。

４ 申立人からの再苦情申立て

別紙４のとおり。

５ 調査

(1) 調査年月日
平成１９年１１月２６日（月）

(2) 調査方法
申立人及び県側担当者からの意見聴取

６ 当部会の調査結果

当該工事等請負業者入札参加資格制限措置は妥当である。

７ 理由

申立人は元請としての監督責任を認めながらも、被災者の過失が比較的大きいと認め

られるため、福島県建設工事等入札参加資格制限措置要綱（以下「要綱」という。）別

表措置基準第１の８Ⅲハにより文書注意として措置するのが妥当であると主張してい

る。しかし、被災者本人に過失があったことは、当部会としても認めるところであるが、

白河労働基準監督署労働基準監督官からの指導票において、再発防止対策や下請けへの

必要な指導教育のほかに、安全帯の掛け替え方法についての必要な対策を求めているな

ど、元請である申立人に対して相当の監督責任を認めていること、また、死亡事故に至

る可能性もあったという重大性を鑑みた場合、元請事業者としての現場作業員に対する

予防措置も含めた労働安全対策並びに施工体制及び作業方法に対する監督が十分とは言

えなかったと認められることから、要綱別表措置基準第１の８Ⅱハにより２週間の入札

参加資格制限として措置したことは妥当であると判断する。












